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専門外の教師･教生のだｰめの家庭科の授業設計および指導法の構成X

岐阜文附小　○小島トミ　岐阜大教育　中野刀子

　目的　小学岐家庭科教育は、子供達の日常生活を基盤として、指導を行うべきだと考え

る。そのためには家庭科専門教授者が’出彊を行うのではなく、子供達の生活実態をよく知

っている担任教授者が指導することが望ましい。しかし担任が家庭科の学習指導経験や生

活経験そのものが少ないm. 師、特に男子教師の場合、生活の見つめさせ方や技術指導など

に不備な点が生じやすい。その結果家庭科指導の最終目標である生活に生かす実践力を育

てることが不十分となり、単なる物作り教育に終わることが多かった。そこで今回は教授

・学習指導の改善をした授業設計でフィ　ドバックさせ、各種のデータ解析を行ったので報

告する。

　方法　Ｉ授業をV T Rで記録し、授業分析を行った。

　調査対象者　家庭科専門女教SB i名　家庭科専門外男子教師2名　教育実習生。2名　学

習者各40 ～43人

　結果　学習指導設言↑を用いた授業実践を行った結果を家庭科専門薦の男子教師(B)を中心

に比較検討した。その結果改善された点は、（1）総授業時間数の短縮（2）生活意欲の向上（3)問

題解決学習の成立（4）学習ノートの有効的活用(5）作品の向上(6)指導ポヽインドの明｀硬化（7)V T

Ｒの効果的活用であり、問題点は、(1）自分の生活を見つめた課題作り{2)技術指導の系統性

（3）使用目的を考慮したエプロン製作（4）学習ノートの有効的活用であった。

F　14　　若年婦人の「自立の学習」と家政教育(2）－if ループ学習参加方式を通してー

　　　　　広島大教育　○山田　綾　　関　志比子

　目的　本研究は、第1報に述べた実態から、若年婦人層の学習参加を容易轜す粂ためにグループによる｢グループワーク｣を創出し

た。これは、最も親和的た学習仲間によるダループ学習参加方式である。各グループは、家政教育の内容を持つグループワークの

プログラムを作成し、これをセンター学習と連動する方法によって学習活動を実施した。家政教育領域の学習内容別にヽ新しく試

みられた学習方式として｢ダループワータ｣の学習効果を検討し、家政教育にお･ける若年層婦人の学習の充実をはかるtとを目的と

　した。

　方法　広鳥県福山市I地区を研究拠点として、昭和56年9月～lZ月｢グループワーク｣を取i)入れた学習活動を実施し、これに参

加したグループの中から性格の異なる2グループの学習者計13 名に対して、昭和B 7 年2月に面接による調査を行った。

　　結果　1、｢ダループワータ｣では、リーダーやコーディネーターの有無によi>、学習の活性化か左右される。嘘た、リ-ダー

　の価値観によi>学習o方向か左右されやすい。

　　　　　－家政教育の成果としては、現実の家庭生活の改善を目指す学習活動忙沁いて、学習した結果か理解から実賎へと発展

　するのが望ｉしい戟そのテーマかヽ｢食品添加物｣といった実務的ｔ学習内容を持つ場合には、婦人による単独の学習で実行段階

　｀の発展が可能である。一方、婦人の自立にかかわる生活課題については、婦人自身の憲識の啓発Kは効果的であるが、夫をは

　じめとすi>家族の理解や協力がなければ、実行段階への昇華は極めて困難であるとい5 ととが判明'した。


